	



「ひろば」の発行にあたって～会員相互の「ひろば」として～
会長　小澤　和夫
　このたび、「ひろば」を発行することとしました。
これまで、毎月の例会でレジメをお渡ししてお話をし、欠席の方には２カ月分のレジメを郵送してきましたが、レジメだけでは分かりにくいという反省から、活動報告の内容や考え方にもう少し踏み込んで、丁寧にお知らせしたいと考えました。
　鎌田實講演会のアンケートで、４０名の方が入会のご希望を寄せて頂いていることからも、私たちの活動が多くの市民の皆さんに支持いただいている事に自信を持ちました。５年間の活動を終えるにあたって、市民の皆さまのお役に一層立つべく、今後の活動を見直していきたいと考えています。
　第１号は、私が中心になって書きましたが、会員の皆さまに分担頂いたり、投稿を頂いたり出来ればと思っていますので、是非、ご意見をお寄せ下さい。年３～４回、Ａ４で４頁位を目標に致します。
　なお、会員の例会や講座へのご出席が少ないです。折角、入会頂いているのですから、講座などへのご出席を頂くことで、一緒に勉強していこうではありませんか。
鎌田實講演会「命を見つめて～がんと共に生きる～」
～９００名が来場、好評。入会のご希望者が４０名～
　さる１０月８日（金）１４時～１６時、メイシアター大ホールで開催、好評のうちに終了しました。
　３年前からお願いしてきた鎌田先生が、超過密なスケジュールの中で日程調整を頂いた事、日本財団から多額の助成を頂けたことで、お見え頂きやすい入場料の設定が出来た事、多くの関係諸団体の後援とご支援を頂けた事、多くの市民がテーマと講師に強い魅力を感じられた事、広報活動に力を注いだ事、会員の努力、などの要因が重なってのことで、大変嬉しく、ここに感謝申し上げる次第です。
　２年に一度とはいえ、こうしたビッグイベントは、大きなエネルギーを必要としますが、それだけに成果も大きく、これからも挑戦していきたく思います。
以下に、概要をお知らせいたします。

「概要」：「命を見つめて～がんと共にいきる～」

　メインテーマ：緩和ケア、ホスピス
１．来場者：８９２名（チケットの購入者；１，１０６名）。
２．アンケート：３４８通（回収率：３９％）
３．評価（アンケートから）：「大変良かった」８６％。「良かった」１４％。
４．来場者のお住まい：吹田；６０％。市外；４０％。
５．入会のご希望：４０名（うち、吹田市内在住者；２５名）
６．入場者の評価（アンケートから抜粋、順不同）：
	 eq \o\ac(○,1)TV・ラジオ・新聞・書物などで知っていた先生のお顔を直接拝見しながらのお話に感
動。
 eq \o\ac(○,2)緩和ケア、ホスピスなどの事が良く分かった。取り分け、緩和ケアには、心の痛みに
対するケアがあること。
 eq \o\ac(○,3)あたたかさと、その連鎖の大切さ。
 eq \o\ac(○,4)１％を、誰かのために生きる。
 eq \o\ac(○,5)やさしさの大切さ。
 eq \o\ac(○,6)涙しながら、聞かせもらった。
 eq \o\ac(○,7)生きている事の大切さ。
 eq \o\ac(○,8)お人柄に感銘。
⇒お見え頂いた方、それぞれなりに大きな感動をされた。


７．当市民塾へのご意見：
皆さんが、講演会開催の感謝と、今後の活動への激励を頂き、励みになった。また、市民
の方の中に、当然とは言いながら、「こうした活動をしていたのを知らなかった」と仰せの方も。
８．その他：近隣の他市からの参加者も多く、これを機に、今後北摂の各地域との連携が出来る可能性を感じた。
９．運営についてのご意見：（抄）
 eq \o\ac(○,1)会場が少し寒かった。⇒　今後は、メイシアターの担当者と相談。
 eq \o\ac(○,2)携帯電話の音が煩わしかった。⇒　直前の放送、配布のチラシでお願いしたが・・。
 eq \o\ac(○,3)難聴の方が聞こえにくかった。⇒　対応は困難か。（筆記サービスはあるが）
 eq \o\ac(○,4)手話通訳がなかった。⇒　検討はしたが、対象者が把握できなくて取りやめ。
 eq \o\ac(○,5)申し込みの返事がなかった。⇒　今後は実施。
 eq \o\ac(○,6)遅れてきた人が煩わしい。⇒　検討はしたが。今後は検討。
第２７回みんなの健康展（９月11～12日、メイシアター）に参加
当市民塾は、一昨年から参加。多くの市民との対話を軸にコーナーで、市民４名と会員４名とが座って向き合い、話し合いをしてきた。一昨年が１５０名と、昨年は３００人と話し合い、今年は・・と意気込んだが、２００名と残念な結果となった。
今年も、バックのボードに、４つのアピー
ル（◎これからの「在宅ホスピス」を話し合　　　　

いましょう　◎「ガンの予防と早期発見」を考えましょう　◎「吹田がん患者・家族会」に参加を　◎「緩和ケア」を学びましょう）を大書して、７種類の資料を用意して話し合った。話し合った人数は不満足ではあったが、がんに対するアレルギーが少なく、がんを患ったとか、公開講座に出席されたとか、積極的に話かけて下さる方もいて、当市民塾の認知度が高まってきているのを実感した。但し、「予防と早期発見・早期治療」については、まだ自分の事として捉えている方が少ないのは残念。今後一層の情報発信の必要性を感じた。
なお、１０月２１日の実行委員会反省会では、①実行委員会のスタートを出来るだけ早くして、全体テーマ、講演会のテーマと講師、映画会のテーマ等を、充分検討しては　②「健康すいた２１」では、健康展への参加グループが積極的に発言をしているので、そうした事を考えながら全体テーマや出展内容を考えては　③展示パネルの文字が多く、小さいので読み難い。もっと文字を大きくして、資料を配布したり、説明員が説明したり・・を考えては　との提案をした。
一層、「市民に役立つ健康展」を目指したい。

大阪府の動き
１．府議会で、「がん対策推進条例」の検討が進む
現在、超党派の議員立法で検討が進んでおり、来年２月の成立を目指している。
’０７年３月の「がん対策基本法」、‘０８年８月の「大阪府がん対策推進計画」を受けて、府下２７か所で緩和ケア研修会が開催され、初年度の受講者が６６６名と、全国都道府県で最も多くの医療者が受講された。また、受講者が多職種に及んでいる事も効果的である。
国のがん対策が大きく変わり、更に、府のレベルでも動き始めたのは嬉しい事で、更には市町村レベルでの展開が期待される。
２．大阪府緩和ケア推進委員会
同委員会は、大阪府がん対策推進計画に基づき、’０８年１０月に設置され、
１．大阪府における緩和ケアに関する現状及び課題に関する事
２．大阪府緩和ケアチーム連絡会議に関する事
３．大阪府における緩和ケアの普及及び向上のための取り組みに関する事
について、大阪府に助言するために９名の委員で構成された。
　任期が２年で、２期目がさる９月からスタート。医療関係者の中で、唯一の市民委員として、当初から、私が参画をさせて頂いている。なお、２期目は市民委員が１名増えて１０名となっている。
なお、１０月１９日の会議で、平成２１年度大阪府がん対策「緩和ケア・在宅医療連携に関する調査」の集計結果（診療所・訪問看護）の概要が、配布された。
在宅療養支援診療所１，４３０（回収７９６；５３％）、訪問看護ステーション５７８（回収３１７；５５％）を対象とした資料で、自由記述（診療所、訪問看護）を読むと、赤裸々なご意見が綴られている。率直なご意見を読むにつれ、予想はしていたものの大きな課題が山積していて、今後、シッカリした早急な計画づくりが待たれるところである。

３．大阪府と府下がん患者団体との意見交換
　　大阪府がん対策推進計画で、「がん患者をはじめとする関係者との意見交換」の開催が
定められていて、それに沿って、第１回が、本年３月２４日に開催された。第１回の事でもあり、患者会の活動内容等の発表（１８団体が参加）、大阪府のがん対策施策の説明が行われた。
第２回は、９月２１日に開催され、１８団体が出席、
１．がん患者団体名簿案
２．相談支援冊子（国立がん研究センター作成）の配布と大阪府版「地域の療養情報」
案の検討
が、話し合われた。
「地域の療養情報」（案）は、◎府内がん診療拠点病院　◎府内がん相談センター　
　◎医療費・経済的な問題に関する事　◎就労に関する事　◎自宅での療養生活に関する事　◎緩和ケアに関する事　◎セカンドオピニオンに関する事　◎インターネット情報に関する事　◎患者団体の情報　等で、来年３月に完成予定。

今後の活動予定：
	
	定例会（１３：３０～１６：３０）
	吹田がん患者・家族会（１４～１６）

	１１月
	１３日
	２７日

	１２月
	４日
	１８日

	１月
	１５日
	２９日

	２月
	５日
	１９日


会場：男女共同参画センター（デュオ）
☆１１月２５日（木）１４：００～１６：００　出前講座　　吹田市民会館
　　事例研究「市民活動拡大・発展のキー」～「まちづくり市民塾」の活動から検証～
☆１２月９日（木）１３：３０～１５：３０　出前講座　東佐井寺地区公民館　
「がんとは？その予防と早期発見を考える～３人に１人が、がんで亡くなる～」
☆１２月１１日（土）１４：００～１６：００　第4回公開講座　市民会館
「最期を共にすごすために」がん療養相談「あじさい会」代表　去来川　節子氏　
☆１２月１２日（日）１３：３０～１７：００　第４回千里在宅ホスピス研究会
千里朝日阪急ビル１４Ｆ
１８：３０～２０：３０　忘年会（木曽路千里店）￥２，０００
☆１月２２日（土）１４：００～１６：００　第５回公開講座　市民会館
「自宅で最期を迎えたい人のために」（仮題）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおさか往診クリニック　院長　田村　学氏
☆２月１２日（土）１４：００～１６：００　第６回公開講座　市民会館
「人生の最期を自宅で迎えるために知っておきたいこと」
長尾クリニック　院長　長尾　和宏氏　以上
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